
全国がん登録作業に関する周知事項

北海道全国がん登録室 盛永 剛

2023年度全国がん登録実務者研修会【伝達周知】



【本日はご参加頂きありがとうございます】

【開催日時】：2022年6月25日（土）
13：00～17：00

【開催場所】：Web開催
（Microsoft Teamsによる開催）

2022年度開催



はじめに

2016年1月より「全国がん登録」がスタート

【がん情報サービスホームページより】



はじめに

・がん登録等の推進に関する法律の基づき、広範な
情報収集により、罹患・診療・転帰等の状況を
できる限り正確に把握することを目的する

・全ての病院及び指定された診療所（手上げ方式）
は、がんの診断・治療を行った際に、都道府県
知事に届出をすることとなっている

各種関連法規が定められている



全国がん登録の流れ

北海道（全国がん）登録室が行っている業務

国立がん研究センターより作業指示（住所異動調査、遡り調査など）



北海道全国がん登録の紹介

○行政担当
北海道保健福祉部健康安全局地域保健課
がん対策係

○実務担当
北海道がんセンター内北海道全国がん登録室
北海道全国がん登録室長 藤本 勝也

（統括診療部長）
北海道全国がん登録室係長 盛永 剛
北海道全国がん登録室職員 4名（非常勤）



・地域がん診療連携拠点病院 → 8月31日まで
⇒21施設（R05年10月現在）

・北海道がん診療連携指定病院 → 9月30日まで
⇒27施設（R05年10月現在）

・一般病院（上記以外の施設） → 11月30日まで

※提出日は北海道独自ものですのでご注意ください

届出スケジュール

期日までの提出をお願いいたします



【北海道のがん登録状況（2019）】より



国がんからの指示により年2回作業を行う

1年間のおおまかな業務スケジュール



提出方法

GTS：がん登録共通届出システム

※院内がん登録と全国がん登録へ一括して届出

GTOL:がん登録オンラインシステム

※VPN回線から、全国がん登録へ届出

届出については【オンラインシステム】推奨



【がん登録オンラインシステムの概要】より



【本日お伝えしたいこと】

・全国がん登録データベースの不具合について

・2020年全国がん罹患集計の遅延について

・情報の利用及び提供について

・遡り調査の時期について

・その他



・全国がん登録データベースの不具合について

※全国がん登録データベース（国立がん研究センター内）に不備・不具合
⇒ 不備・不具合を解消するため各種作業に遅延が発生している



・全国がん登録データベースの不具合について

→ 不具合の原因などについては明確にされず
⇒ 今後説明機会があると思われる

・今回の事象の影響に伴う関係各所への説明・周知、都道府県がん登録室に関
係するタイムラインについて現在検討中。決定次第お伝えいたします。

•2020年診断症例の都道府県再集約の時期
•2020年診断症例の年次確定の時期
•2020年診断症例の年次確定のe-stat公表時期
•2020年確定データの都道府県の標準集計表及び研究目的データ利用開始時期
•2021年遡り調査の時期
•2019年確定データの研究目的データの再提供について

【現在作業に影響が出ている事項】



【現状】

・全国がん登録データベースに不備があることが判明

・現在、2020年診断症例の公表（全国・都道府県）

・全ての診断年の情報の利用・提供の中止

・例年10月頃に実施していた遡り調査（2022１年）の延期

【事象】

・年次確定情報の集計値の一部誤り

（本来統計対象の腫瘍情報が除外される）

・全国がん登録データベースの不具合について



【原因】

2022年3月18日～3月22日に実施した全国がん登録データベースの

システム更改において、ICD-O-3.1⇒ICD-O-3.2へのコード変換作業に

伴う不具合により、ICD10への適切な変換が行われなかったため

ただし、現時点で適切に変換されなかった症例はわずかであることが

判明している

【対象データ】

2022年3月22日以降に出力されたデータ

・全国がん登録情報 2016年～

・地域がん登録情報 ～2015年

（アクティブデータ）

・全国がん登録データベースの不具合について



・全国がん登録データベースの不具合について

・2016～2019年の全国がん登録データ

（政府の統計窓口e-stat掲載）⇒ 影響なし

・2016～2019年の各都道府県で公開されているデータ

（報告書など） ⇒ 原則影響なし

【対応】

システム更改前（ICD-O-3.1)の環境に再構築し、環境を整備した後

・～2019年診断症例まで：提供を再開

・2020年診断症例：再集約・再照合などを実施したのち、

厚労省からの公表後、情報の利用・提供可

・2022年3月22日以降に提供されたデータ

影響を受けている可能性あり⇒場合によっては再提供



・全国がん登録データベースの不具合について

現状、不具合による影響の範囲・種類・程度の詳細については

明示されていない

国がんより情報があれば【北海道-がん登録】ページに公開

北海道 がん登録 で検索



・2020年全国がん罹患集計の遅延について

⇒ 公表及び情報提供・・・2024年3月頃（予定）

毎年3月を目処に送付している【北海道のがん状況】は5月頃の予定



・情報の利用及び提供について

1）2019年全国がん登録罹患数・率報告に係る標準集計表

2019年次確定（2021年12月27日）～2020年次確定（2022年12月24日）
までに出力された標準集計表及び全国がん登録システム内で各都道府県に
配布した標準集計表や付随データは、検証の結果、今回の影響は最小限で
あり差替の予定はなし。

2）法第18条・19条・21条に基づく都道府県がん情報の利用・提供

研究利用目的データ（対象データ：2016年～2019年診断症例データ）は、
当該不具合に伴う影響を受けている可能性がある。
不具合に伴う情報提供の影響範囲や程度については現在調査中。

国立がん研究センターより周知抜粋（2023年10月26日現在）



・情報の利用及び提供について

3）法第20条に基づく病院等への情報提供

法第20条（提供時期：2022年3月22日以降、対象データ：2016年～2019
年診断症例）に基づくデータは、当該不具合の伴う影響を受けている可能性
がある。詳細については別途報告。

4）地域がん登録情報の提供

現状、地域がん登録情報（アクティブ）がICD-O-3-【3.1】から【3.2】に
置き換わっている。

再構築環境が整備された後は、影響のないデータ提供が可能。

国立がん研究センターより周知抜粋（2023年10月26日現在）



関連法規

病院等への提供（法第20条）
都道府県知事は、当該都道府県の区域内の病院等に
おける院内がん登録その他がんに係わる調査研究の
ため、当該病院等の管理者から、当該病院等から
届出がされたがんに係わる都道府県がん情報の提供
の請求を受けたときは、全国がん登録データベース
を用いて、その提供を行わなければならない
（一部抜粋）

フローチャートに則り申請





・遡り調査の時期について

※毎年10月頃作業をお願いしていた【遡り調査】についても作業延期
→ 作業時期については国がんに確認中・・・



【お願い】・新GTOLのセットアップをお願いします
（2023年8月時点でセットアップ終了施設は約34％）

・遡り調査はGTOLを使います



事前に頂いた質疑について



Q.1
来年度の院内がん登録予後付き調査の申請期間について、
注意点などありますか？
国立がん研究センターから通達後の申請で間に合いますか？
通達前の方がよいでしょうか？

A.1
情報提供につきましては、全国集計の提出に間に合うように
準備いたしますが、余裕をもって申請をお願いいたします。





申請内容に不備がある場合は、その分時間が掛かってしまうので

できるだけ不備の内容にご注意ください



【第１２回厚生科学審議会がん登録部会（資料）より抜粋】



【がん情報サービス 登録情報の提供【よくあるご質問】より抜粋】



Q.2
昨年から拠点病院は、がん登録共通届出システム（GTS）での
院内がん登録情報提出により、全国がん登録への提出が可能
となりましたが、システムがかわったことによる問題点
（全国がん登録室側の）などありましたか？

A.2
提出期間に複数回届出があった場合すべて届出され、全国がん
システムには「再提出の理由」は反映されません。
全国がん届出用の項目内の「コメント」に再提出である旨を入力
してください。

GTS経由で全国がん登録が提出されるためGTOLでの提出は
不要です。



Q.3
院内がん登録のルール通りに登録したのに北海道がん登録室
から問合せがきます。

A.3
院内がん登録ではエラーになっていなくても全国がん登録では
使用できない定義にエラーが発生します。
エラーを解除しないと登録ができないため問合せをする必要が
あります。
またエラーが発生しなくても確認が必要な届出項目があった場合
は問合せをすることがありますのでご協力をお願いいたします。



◎安易に『不明』を使用しないようお願いいたします

◎全国がん登録のマニュアルに従ってください
⇒ 院内がん登録のルールと混在している場合あり

◎HosCanR（lite,next）ではチェックがかからない
⇒ 項目によりチェックは掛かるが注意が必要

◎追加や詳細事項があれば『備考欄』に記載
⇒ 詳細が分かれば分かるほど良い

提出時のお願い

前回の研修会でもお願いしております



Q.4
備考欄に必要なコメントはありますか？

A.4
・その他治療の内容
・原発不明癌（〇〇がん疑い、□部に腫瘍あり、△△転移あり）
・既往のがん（20XX年胃がん）
・「紹介元施設名」「紹介先施設名」

上記に関しては特に照合や集約作業に必要（有用）な情報のため
わかる範囲で登録をお願いいたします。



Q.5
治療施設ですが「他院での治療と併用し当院での治療を
行う場合」や「当院では治療材料を入れる手術のみで直ぐに
元の病院で治療になる場合」は、治療施設は何番ですか？

A.5
腫瘍の縮小・消失を目的とした治療の継続
⇒ 治療施設3

ポート留置、バイパス、ストーマの手術、緩和治療
⇒ 治療施設1又は4

初回治療をどの施設で開始・実施したかがポイントです



Q.6
治療施設その他は死体解剖で診断された場合にしか登録
できないのですか?

A.6
治療施設その他は安易に選択せず、やむを得ず選択した場合は
自施設での治療内容を備考欄に入力してください



【治療施設】

※安易に選択せず、選択した場合は治療内容を備考欄へ



Q.7
登録の際に何か参考になる資料はありませんか？

A.7
■がん情報サービス >全国がん登録>病院・診療所向け情報

（国立がん研究センター）

・全国がん登録届出マニュアル2022
・全国がん登録に関するQ＆A
・「全国がん登録への届出 がん登録オンラインシステム」
＿マニュアル本紙 全機能詳細手順＿4番付録インポート一覧

■院内がん登録支援＞学ぶ、調べる（国立がん研究センター）
・院内がん登録標準登録様式
・部位別テキスト



Q.8
自施設の患者がすでに届出済みかどうか確認する方法はありませ
んか？

A.8
登録室から対象患者が届出済みかどうかをお教えする（開示）
することはできません。
届出済みかどうか不明な場合は届出をお願いいたします。



本日のスライド（資料）については近日中に公開

国がんより情報があれば【北海道-がん登録】ページに随時公開

北海道 がん登録 で検索



提出して頂いているデータをより精度の高い
ものとするためにも、皆さまのご協力が
必要不可欠です。

北海道全国がん登録室スタッフも
一丸となってがんばって
おりますので、問い合わせ
があった際にはやさしく
対応してください・・・

【ご協力のお願い】



おわりに

ご不明な点がございましたら、
お気軽にお問い合わせください

北海道（全国）がん登録室
電話：011-817-6680（直通）
E-mail：100-othokkgan@mail.hosp.go.jp


